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１．物質に関する基本的事項 

（1）分子式・分子量・構造式 

物質名：トリフルラリン 
CAS番号：1582-09-8 
分子式：C13H16F3N3O4 
分子量：335.3 
構造式： 

 

（2）物理化学的性状 

本物質は黄色の結晶である 1)。 
融点 46～47℃1) 

沸点 139～140℃(4.2mmHg)1) 

比重 1.36(22℃)2) 

蒸気圧 4.58×10-5mmHg(25℃)2) 

n-オクタノール/水分配係数 
(log Pow) 5.343) 

水溶性 24mg/L4) 

（3）環境運命に関する基礎的事項 

本物質の分解性及び濃縮性は次のとおりである。 

分解性 
好気的：砂壌土、埴壌土、ロームにおける半減期は、それぞれ 189、202、116 日(22℃、

暗条件)との報告がある 5)。土壌中におけるトリフルラリン 1,000ppm の半減期は 405

日と推定される 6)。下水一次排水で培養したところ、初期濃度 100µg/L の 49%が分解
されたとの報告がある 7)。 
嫌気的：砂壌土、ローム、埴壌土における半減期は、22～59 日(22℃、暗条件)との報

告がある 5)。土壌中におけるトリフルラリン 1,000ppm の半減期は 211 日と推定され

る 6)。下水一次排水で培養したところ、初期濃度 100µg/L の 91%が分解されたとの報
告がある 7)。 

非生物的： 

（OH ラジカルとの反応性）：大気中での速度定数を 24×10-12cm3/分子・sec(25℃)、OH
ラジカル濃度5×105分子/cm3とした時の半減期は約16時間と計算される 8)。 

（直接光分解）：表層水での半減期は、22分(北緯 40 度、夏)との実験値が得られた 9)。

生物濃縮係数（BCF）：3,261(ファットヘッドミノー)10)、4,570(魚、種名は不明)11)、2,041

［４７］トリフルラリン 
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～9,586(ブルーギル、0.0059ppmに暴露)12) 

 

（4）製造輸入量及び用途 

① 生産量・輸入量等 

本物質の平成 12農薬年度における国内生産量は乳剤が 143.7kL、粒剤が 304.5tであり、輸
入量は原体が 169.0tである 13)。 

② 用 途 

本物質の用途は除草剤である 13)。 
 

２．暴露評価 

環境リスクの初期評価のため、水生生物の生存・生育を確保する観点から、実測データを

もとに基本的には特定の排出源の影響を受けていない一般環境等からの暴露を評価すること

とし、安全側に立った評価の観点からその大部分がカバーされる高濃度側のデータによって

暴露量の評価を行った。原則として統計的検定の実施を含めデータの信頼性を確認した上で

最大濃度を評価に用いている。なお、多数のデータが得られている場合は、95パーセンタイ
ル値を参考として併記している。 

 

(1) 環境中分布の予測 

トリフルラリンの環境中の分布について、各環境媒体間への移行量の比率を EUSESモデル
を用いて算出した結果を表 2.1 に示す。なお、モデル計算においては、面積 2,400km2、人口

約 800万人のモデル地域を設定して予測を行った 1)。 

 

表 2.1 トリフルラリンの各媒体間の分布予測結果 

 分布量(％) 

 大   気 
 水   質   
 土   壌 
 底   質 

        0.0 
        0.01 
       93.1 
        6.9 

 

(2) 各媒体中の存在量の概要 

トリフルラリンの水質及び底質中の濃度について情報の整理を行った。各媒体ごとにデー

タの信頼性が確認された調査例のうち、より広範囲の地域で調査が実施されたものを抽出し

た結果を表 2.2に示す。 
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表 2.2 トリフルラリンの水質、底質中の存在状況 

 

媒体 

 

幾何平均

値 

 

算術平均

値 

 

最小値

 

最大値

 

検出下限

値 

 

検出率 

 

調査地域 

 

測定年

 

文献

 

公共用水域・淡水  µg/L 
           

公共用水域・海水  µg/L 
           

底質（公共用水域・淡水）µg/g 
           

底質（公共用水域・海水）µg/g 

 

<0.05 

 

<0.05 

 

<10 

 

<10 

 

<0.05

 

<0.05

 

<10 

 

<10 

 

<0.05

 

 

 

 

 

 

0.05 

 

 

 

 

 

0.05 

 

0.05 

 

10 

 

10 

 

1/216 

 

0/33 

 

0/90 

 

0/4 

 

全国 

 

全国 

 

全国 

 

全国 

 

1998

 

1998

 

1998

 

1998

 

2 

 

2 

 

2 

 

2 

 

(3) 水生生物に対する暴露の推定（水質に係る予測環境中濃度：PEC） 

トリフルラリンの水生生物に対する暴露の推定の観点から、水質中濃度を表 2.3 のように
整理した。水質について安全側の評価値として予測環境中濃度（PEC）を設定すると、公共
用水域の淡水域では 0.05µg/L程度、同海水域は 0.05µg/L未満となった。 
 

表 2.3 水質中のトリフルラリンの濃度 

平    均 最 大 値 等 媒 体 

濃    度 濃   度 

水 質 

  公共用水域・淡水 

 

 公共用水域・海水 

 

0.05µg/L未満 (1998) 
 

0.05µg/L未満 (1998) 

               

0.05µg/L程度［0.05µg/L未満］ 
(1998) 

0.05µg/L未満 (1998) 

    注)：1)［ ］内の数値は、実測値の 95パーセンタイル値を示す。 
         2)公共用水域･淡水は､河川河口域を含む｡ 

 

３．生態リスクの初期評価 

生態リスクの初期評価として、水生生物に対する化学物質の影響（内分泌撹乱作用に関す

るものを除く）についてのリスク評価を行った。 

(1) 生態毒性の概要 

本物質の水生生物に対する影響濃度に関する知見の収集を行い、その信頼性を確認したも

のについて生物群、毒性分類別に整理すると表 3.1のとおりとなる。 
  

表 3.1 生態毒性の概要 
生物種 急 慢 毒性値 生物名 エンドポイント 暴露期間 信頼性 Ref.

  性 性 [µg/L]   /影響内容 [日] a b c No. 
藻類   ○ 150Selenastrum  capricornutum NOEC   BMS 4 ○     18093

  ○   673Selenastrum  capricornutum EC50    BMS 4 ○     18093

甲殻類   ○ 7.2Daphnia  magna NOEC  REP 22 ○     632

    ○ 26Cancer  magister NOEC   MOR 50    ○ 5724
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生物種 急 慢 毒性値 生物名 エンドポイント 暴露期間 信頼性 Ref.

  性 性 [µg/L]   /影響内容 [日] a b c No. 
  ○   50Eucyclops  sp. LC50    MOR 2    ○ 11476

  ○   193Daphnia  magna LC50    MOR 2 ○     632

    ○ 220Cancer magister MATC   MOR 50   ○   5724

魚類  ○ 1.95Pimephales promelas NOEC   REP 263 ○   632

 ○   <5Clupea pallasii LC50    MOR 4   ○   17085

  ○   41Oncorhynchus  mykiss LC50    MOR 4     ○ 666

  ○   42,000Oncorhynchus  mykiss TL50    MOR 4     ○ 2085

その他 ○   100Bufo  woodhousei fowleri TL50   MOR 4 ○     2891

    ○ 75Lemna  minor NOEC   BMS 4 ○     18093

  ○   170Lemna  minor EC50    BMS 4 ○     18093

  ○   350Mytilus  edulis EC50    DET 4     ○ 8127

  ○   1,000Chironomus  riparius EC50    MOR 2     ○ 12280

  ○   2,800Pteronarcys  californica LC50    MOR 4     ○ 666

  ○   3,000Pteronarcys  californica LC50    MOR 4 ○     889

  ○   4,200Pteronarcys  californica LC50    MOR 2 ○     889

  ○   13,000Pteronarcys  californica LC50    MOR 1 ○     889
太字の毒性値は、PNEC算出の際に参照した知見として本文で言及したもの、下線を付した毒性値は PNEC算出の根拠とし
て採用されたものを示す。 
信頼性）ａ：毒性値は信頼できる値である、ｂ：ある程度信頼できる値である、ｃ：毒性値の信頼性は低いあるいは不明 
エンドポイント）EC50（Median Effective Concentration): 半数影響濃度、LC50（Median Lethal Concentration): 半数致死

濃度、MATC（Maximum Acceptable Toxicant Concentration): 最高許容濃度、NOEC（No Observed Effect Concentration): 

無影響濃度、TL50（Median Tolerance Limit）：半数生存限界濃度 
影響内容）BMS（Biomass）: 生物現存量、DET(Ability to Detach from Substrate):基盤からの剥離、MOR（Mortality）: 死

亡、REP（Reproduction）:繁殖、再生産 

 (2) 予測無影響濃度（PNEC）の設定 

急性毒性値及び慢性毒性値のそれぞれについて、信頼できる知見のうち生物群ごとに値の

最も低いものを整理し、そのうち最も低い値に対して情報量に応じたアセスメント係数を適

用することにより、予測無影響濃度（PNEC）を求めた。 

急性毒性値については、藻類では Selenastrum capricornutumに対する生長阻害の 96時間半
数影響濃度（EC50）が 673 µg/L、甲殻類では Daphnia  magnaに対する 48時間半数致死濃度
（LC50）が 193 µg/L、魚類では Clupea pallasiiに対する 96時間半数致死濃度（LC50）が 5 µg/L
未満、その他の生物ではヒキガエル類 Bufo woodhousei fowleriに対する 96時間半数生存限界
濃度（TL50）が 100 µg/Lであった。急性毒性値について 3生物群（藻類､甲殻類及び魚類）及
びその他の生物の信頼できる知見が得られたため、アセスメント係数として 100 を用いるこ
ととし、上記の毒性値のうちその他の生物を除いた最も小さい値（魚類の 5 µg/L未満）にこ
れを適用することにより、急性毒性値による PNECとして 0.05 µg/L未満が得られた。 

慢性毒性値については、藻類では Selenastrum capricornutumに対する生長阻害の 96時間無
影響濃度（NOEC）が 150 µg/L、甲殻類では Daphnia magnaに対する 22日間無影響濃度（NOEC）
が 7.2 µg/L、魚類では Pimephales promelasに対する繁殖阻害の 263日間無影響濃度（NOEC）
が 1.95 µg/L、その他の生物ではウキクサ類 Lemna  minorに対する生長阻害の 96時間無影響
濃度（NOEC）が 75 µg/Lであった。慢性毒性値について 3生物群（藻類、甲殻類及び魚類）
及びその他の生物の信頼できる知見が得られたため、アセスメント係数として 10を用いるこ
ととし、上記の毒性値のうちその他の生物を除いた最も小さい値（魚類の 1.95 µg/L）にこれ
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詳細な評価を行う
候補と考えられる。

現時点では作業は必要
ないと考えられる。

情報収集に努める必要
があると考えられる。

PEC/PNEC＝0.1 PEC/PNEC＝1［ 判定基準 ］

を適用することにより、慢性毒性値による PNECとして 0. 20 µg/Lが得られた。 

本物質の PNECとしては、魚類の急性毒性値をアセスメント係数 100で除した 0.05 µg/L未
満を採用する。 

 
 

(3) 生態リスクの初期評価結果 

表 4.2 生態リスクの初期評価結果 

媒体 平均濃度 最大値[95 ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ値]濃度

（PEC） 
PNEC PEC/ 

PNEC比

公共用水域・淡水域 0.05µg/L未満 (1998) 0.05µg/L程度［0.05µg/L未満］
 (1998) 

>1 水質 

公共用水域・海水域 0.05µg/L未満 (1998) 0.05µg/L未満 (1998) 

<0.05
µg/L 

－ 
    注)：1)環境中濃度での［ ］内の数値は、実測値の 95パーセンタイル値を示す。 
         2)環境中濃度での（）内の数値は測点年を示す。 
         3)公共用水域･淡水は､河川河口域を含む｡ 

 
 
 

 
 
 
本物質の公共用水域における濃度は、平均濃度でみると淡水域・海水域共に 0.05µg/L未満
で、検出限界値未満であった。安全側の評価値として設定された予測環境中濃度（PEC）は、
淡水域で 0.05µg/L程度、海水域は 0.05µg/L未満であった。 
予測環境中濃度（PEC）と予測無影響濃度（PNEC）の比は、淡水域で 1超となるため、詳
細な評価を行う候補と考えられる。海水域ではこの比が求められないため、現時点では生態

リスクの判定はできない。本物質は除草剤であり、PNEC 値が 0.05µg/L 未満と小さい値を示
しているが、土壌に約 93%、底質に約 7%分布すると予測されており、海域の水質中に存在す
る可能性は低い。したがって、今後は、生産量や使用用途等に関する知見を収集し、海水域

における環境中濃度の測定等知見の充実を優先的に行う必要性について検討する必要がある

と考えられる。 
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